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平成25年（2013）11月15日発行平成25年（2013）11月15日発行

　住吉の空区と山田区の境にある庚申塚（こうしんづか）です。住吉の古い家である横田五兵衛家が自家の系図
を埋め先祖を敬う孝信塚（こうしんづか）として建設したとか、いや、むかしからの古墳だとか言われています。
　北側を通る東西の道はとても古い道らしく、むかしより白い石で舗装されていたという話があります。西国街道より
も古いと言う人もいます。
　昭和３５年迄のだんじり祭では、5月12日の宵宮に宮入りするために御旅所に下るとき、空区のだんじりが、山田
のだんじりをここまで迎えに来て一緒にお旅の浜にくだりました。集合時刻は午後1時30分ごろでした。おおきな空
区のだんじりが庚申塚の北の道（右側の道）を香雪美術館のほうから綱にひかれて上がって来ます。山田のだんじ
りは有馬道の阪急踏切の下、この付近でそれを待ちました。ちょうど、この塚のところで出合うのです。

住
吉
の
ま
ち
か
ど

■資料館の開館日は毎週木曜日の午前中です。
　また、別途、日曜日は展示室を開館しています。（世話人会の委員の方がお世話）
■資料館の座敷ではお茶会が「菟原茶華道会」主宰で開催されます。

本住𠮷神社内御本殿西　 〒658-0053  神戸市東灘区住吉宮町7丁目1-2　 fax専用078-201-3738　 メールアドレス shiryoukan@iris.eonet.ne.jp

住𠮷歴史資料館ご案内
　再発見！ 菟原住　、 昔を未来へ  がコピーです。

　開館の目的は、「住𠮷に住む人々が郷土を理解し、それ
を子供達に伝え、子供達も郷土に誇りを持ち、ずっと住み
続けたいと思うような町にしたい。住𠮷歴史資料館は文
化・歴史的の面からそれをお手伝いする。」ことです。
　
　そのため、以下を行います。
1．本住𠮷神社横田宮司家に伝わる古文書の整理。
　   関係文書、記念物、言い伝えの収集。
2．展示物のメンテ。
　  展示室、座敷を使用しての各種展示の企画。
3．やさしい、楽しいイベントを企画して
　   みんなの地域への理解を深める。
4．「住𠮷歴史資料館だより」を通しての広報。
　   成果の発表。

お願い
広くみなさまからの情報、資料のご提供をお願い致します。
　
１． 各町協議会の古い記録類、書類。旧青年団、警防団の旗  など。
２． 各お家に伝わる古い書類、絵図、古文書  など。
３． 各お家に残っている、農耕具、或いは、馬や牛が牽引する荷車（いわゆる“馬力”）の道具類などの労働具。
４． 古い写真（近所、町内、住𠮷村、武庫郡、神戸  など)、小学校の卒業アルバム、卒業証書。
５． 災害時の記録や写真。（阪神大水害、阪神大震災、昭和42年水害  など）
６． 戦時中ののぼり、腕章、たすき、或いはバッジ、記念品など。
７． だんじり、住𠮷祭の写真。（渡御、宮入、宮出し  など）
　
　これは一例です。どんなものでも捨てる前に資料館に相談して下さい。貴重な発見があるかも知れません。寄託
（資料館でお預かりする）、寄贈（資料館に頂く）等、適切な処置を行います。文化財であるとともに個人情報と
しても適切に取り扱います。
　また、長年住𠮷に住んでおられる方々に気軽にむかし話をしていただいております。“ああ、あの人なら、住𠮷
のこと“よお知ってはる”、という方をご紹介下さい。

さい　はっ　けん う　  はら　すみ　よし むかし　　　み　 らい

編集後記
　第７号では専門委員木村先生に「住吉村の聖地・赤塚山」を執筆頂きました。
住吉村誌の記事のなかから住吉の特徴をわかりやすくして住吉のみなさんにお伝えするシリーズの４回目
です。
　平成25年は住吉にとっていろんな方面で成果があがった年になりそうです。まず、尚歯会100回のめで
たい年であること、それに加えて、空区に保存されている古文書が見つかりました。空区の今のだんじり
の製作のいきさつが明らかになって来ました。いままでは言い伝えや聞き取りだけで想像していたものが
実際の資料としてほぼ確認されたことになります。さらに、渦森台小学校５年生の竹本さんの夏休み社会
科作品展での「住吉川の水車について」が来年初め、東京での全国児童生徒地図優秀作品展に出展される
ことになりました。住吉歴史資料館は住吉の皆さんのいろんな活動をバックアップできるように努めてま
いります。　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （M.U.記）
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し
て
頂
き
ま
し
た
。長
年
に
わ
た
り
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
歌
手
で
あ
り
、お
年
寄

り
を
元
気
に
す
る
オ
ー
ラ
が
輝
く
素
晴
ら

し
い
歌
声
で
し
た
。

　
ま
た
、地
元
の
住
吉
中
学
校
・
住
吉
小
学

校
の
生
徒
児
童
さ
ん
に
よ
る
演
奏
・
合
唱
は

毎
年
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

お
年
寄
り
た
ち
は
お
孫
さ
ん
を
見
る
よ
う

な
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
で
聞
き
入
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、全
出
演
者
に
よ
る
合
唱「
ふ
る

さ
と
」で
最
高
潮
を
迎
え
ま
し
た
。

　
司
会
の
浜
村
淳
、馬
場
尚
子
さ
ん
の
軽
妙

な
語
り
に
よ
り
、あ
っ
と
言
う
間
の
時
間
で

し
た
。

　
第
一
〇
〇
回
の
今

年
は
七
〇
歳
以
上
の

方
々
が
約
八
千
三
百

名
。一
〇
〇
歳
以
上
の

方
が
十
六
名
で
す
。会

場
に
は
約
三
千
三
百

名
の
方
が
来
ら
れ
ま

し
た
。　

　
住
吉
学
園
が
住
吉

村
よ
り
引
き
継
い
だ

昭
和
二
十
五
年
当
時

の
三
百
七
十
名
か
ら

比
べ
る
と
長
寿
世
界
一

と
い
う
の
も
わ
か
り
ま
す
。

　「
一
〇
〇
歳
笑
顔
の
行
進
」と
し
て
ス
テ
ー

ジ
に
は
一
〇
〇
歳
の
か
た
が
二
名
上
が
ら
れ

祝
福
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。山
田
区
の
本
郷

さ
ん
と
住
之
江
区
の
下
井
田
さ
ん
で
し
た
。

　
尚
歯
会
は
、明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）一

〇
月
、教
育
勅
語
発
布
二
十
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
住
吉
小
学
校
児
童
並
び
に
、一
般

の
住
吉
村
民
が
老
人
を
尊
敬
す
る
気
持
ち

を
養
い
ま
し
ょ
う
と
の
目
的
で
創
立
し
た
も

の
で
、そ
の
第
一
回
を
明
治
四
十
四
年
十
二

月
二
十
三
日
、住
吉
尋
常
高
等
小
学
校
講
堂

で
開
催
し
、七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
を
招
待

し
一
日
の
慰
安
を
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

　
住
吉
尚
歯
会
一
〇
三
年
の
歴
史
の
な
か
で
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
激
化
と
阪
神
淡
路
大

震
災
の
発
生
で
三
回
中
止
さ
れ
た
の
み
で

す
。従
い
本
年
が
一
〇
〇
回
目
と
な
る
わ
け

で
す
。

　
尚
歯（
し
ょ
う
し
）と
は
、「
よ
わ
い（
齢
、年

齢
）を
と
う
と
ぶ（
尚
ぶ
）」つ
ま
り
、年
を
と

ら
れ
た
方
を
尊
敬
す
る
と
い
う
中
国
の
古

典
に
ち
な
み
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、七
〇
歳
以

上
の
人
た
ち
は
八
〇
名
〜
一
〇
〇
名
で
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。毎
年
五
月
の
上
旬
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
住
吉
で
は
、「
尚
歯
会
ま
で
あ
と
何
年
？
」

「
せ
め
て
、尚
歯
会
ま
で
は
生
き
な
ア
カ
ン
」

と
日
常
の
挨
拶
が
か
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。出

演
す
る
プ
ロ
の
芸
人
さ
ん
た
ち
も
、持
ち
時

間
を
超
え
て
お
年
寄
り
の
喜
ぶ
よ
う
な
芸

を
披
露
し
ま
す
か
ら
、尚
歯
会
当
日
の
住
吉

小
学
校
講
堂
は
笑
い
声
と
笑
顔
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
見
て
も
住
吉
の
よ
う
に
連
綿

と
続
く
敬
老
行
事
は
珍
し
く
、住
吉
町
民
の

心
を
形
に
し
つ
つ
、住
吉
学
園
の
存
続
す
る

限
り
、二
〇
〇
回
、三
〇
〇
回
と
続
け
て
行

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
九
月
十
八
日
は
尚
歯
会
一

〇
〇
回
記
念
と
し
て
、会
場
を
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
移
し
、交
通
の
便
の
確
保

の
た
め
、大
型
バ
ス
六
〇
台
を
手
配
し
住
吉

各
地
か
ら
、お
年
寄
り
を
送
迎
し
ま
し
た
。

　
神
戸
市
の
矢
田
市
長
が
御
祝
に
か
け
つ
け

て
頂
き
、住
吉
村
か
ら
引
き
続
く
素
晴
ら
し

い
敬
老
の
行
事
を
住
吉
学
園
が
引
き
継
い
で

お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、会
場
の

方
々
へ
長
寿
を
御
祝
す
る
と
の
お
こ
と
ば
を

頂
き
ま
し
た
。

　
お
ま
ち
か
ね
の
演
芸
に
は
い
り
、漫
才
の

横
山
た
か
し
・
ひ
ろ
し
さ
ん
に
つ
づ
き
、ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
人
気
歌
手
石
川
さ
ゆ
り
さ

ん
、八
代
亜
紀
さ
ん
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
八
曲

の
計
十
六
曲
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
休
み
な
く
熱
唱

　
竹
本
さ
ん
は
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か

け
て
八
十
あ
ま
り
あ
っ
た
水
車
工
場
と
そ

の
工
場
で
使
用
さ
れ
た
石
臼
一
万
個
に
つ

い
て
調
べ
ま
し
た
。
製
粉
で
は
灯
油
、
そ

う
め
ん
、
香
料
、
線
香
を
作
り
、
製
粉
の
後
、

行
わ
れ
た
精
米
で
は
、
灘
の
生
一
本
で
有

名
な
お
酒
に
な
る
お
米
を
つ
い
て
い
た
こ

と
を
調
べ
ま
し
た
。

　
参
考
に
し
た
書
物
は
、「
住
吉
村
誌
」、「
東

灘
歴
史
散
歩
」（
田
辺
真
人
著
）、「
史
跡
と

坂
の
ま
ち
　
神
戸
散
歩
」、
そ
し
て
「
う
は

ら
の
歴
史
再
発
見
〜
ち
ょ
っ
と
昔
の
東
灘

〜
」（
道
谷
卓
編
著
）
で
す
。

む
ず
か
し
い
書
物
も
あ
り
夏
休
み
よ
く
頑

張
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
昔
の
地
図
と
現
代
の
地
図
を
比
較
し
、

水
車
の
場
所
や
分
布
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
と
こ
ろ
が
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

た
理
由
で
す
。
全
国
展
で
も
入
選
す
る
と

い
い
で
す
ね
。

　　
住
吉
歴
史
資
料
館
で
は
、
東
京
で
の
作

品
展
の
後
、「
住
吉
川
の
水
車
に
つ
い
て
」

を
展
示
し
て
住
吉
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら

お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
神
戸
市
の
夏
休
み
社
会
科
作
品
展
に
渦

が
森
小
学
校
五
年
の
竹
本
夏
梨
（
た
け
も

と
・
か
り
ん
）
さ
ん
の
作
品
「
住
吉
川
の

水
車
に
つ
い
て
」
が
入
選
し
、
平
成
二
十

六
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
東
京
で
開

催
さ
れ
る
全
国
児
童
生
徒
地
図
優
秀
作
品

展
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

住吉小学校・中学校の合同演奏

ご挨拶する中島理事長

尚
歯
会
一
〇
〇
回
を
祝
う

竹
本
夏
梨
さ
ん
、お
め
で
と
う 一般

財
団
法
人
住
吉
学
園
理
事
長

住
吉
歴
史
資
料
館
館
長

な
か
　
　
じ
ま
　
　
ち
か
　
　
し
げ

中
　
島
　
愼
　
賀

―

「
住
吉
川
の
水
車
に
つ
い
て
」
が
神
戸
市
入
選
、
全
国
作
品
展
に
出
品
へ―

竹本さんの作品「住吉川の水車について」

か
　
　
り
ん
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明
治
二
十
年
代
の
製
作
が
資
料
で  

確
認
で
き
る
大
発
見

　

本
年
二
月
二
十
一
日
、
住
吉
学
園
中
島
理

事
長
が
資
料
館
に
空
地
区
古
文
書
三
点
を

持
参
さ
れ
ま
し
た
。
住
吉
空
区
の
だ
ん
じ

り
は
明
治
二
十
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
今
回
の
古
文
書
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
が
確
認
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
こ
れ
ら
の
空
区
古
文
書
に
つ
き
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

古
文
書
は
、
次
の
三
点
で
、「
明
治
二
十

四
年
八
月
付
空
之
町
世
話
方
」
が
作
成
し
た
、

地
車
修
理
費
用
割
り
当
て
管
理
台
帳
一
号
、

二
号
並
び
に
四
号
で
す
。

①  

地
車
修
繕
経
費
等
級
割
帳

②  

地
車
修
繕
費
等
級
別
人
名
帳
第
弐
号

③  

地
車
修
繕
費
等
級
別
人
名
帳
第
四
号

　

こ
れ
ら
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
分
か
り
、

空
区
の
だ
ん
じ
り
製
作
の
経
緯
が
わ
か
る

糸
口
と
な
り
ま
し
た
。

イ )　

明
治
二
十
四
年
八
月
の
地
車
の
修
理

に
際
し
て
修
繕
費
用
を
各
家（
の
べ
六
十

九
名
）
に
割
り
当
て
分
割
払
い
と
し
世

話
人
が
管
理
し
て
い
た
。
合
計
百
八
十
四

円
五
十
四
銭
。

　

こ
の
内
訳
は
、
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
地
車
修
繕
経
費
等
級
割
帳
で
は
三
十
一

名
で
合
計
八
十
四
円
九
十
四
銭
。
割

当
額
四
円
が
十
六
名
、
一
円
五
十
銭
が

十
三
名
、
七
十
二
銭
が
二
名
。

②
地
車
修
繕
費
等
級
別
人
名
帳
第
弐
号

で
は
十
八
名
で
合
計
六
十
三
円
九
十

七
銭
。
割
当
額
四
円
四
十
四
銭
が
四
名
、

三
円
八

十
九
銭

が
四
名
、

三
円
三

十
四
銭

が
五
名
、

二
円
七

十
九
銭

が
五
名
。

③
地
車
修

繕
費
等

級
別
人

名
帳
第

四
号
、

二
十
名

で
合
計

三
十
五

円
六
十
銭
。
割
当
額
一
円
八
十
銭
が
十
九

名
。
一
円
四
十
銭
が
一
名
。

ロ )　

帳
面
の
第
三
号
が
欠
落
し
、
五
号
以

降
の
存
在
が
不
明
で
あ
る
の
で
費
用
総

額
は
わ
か
ら
な
い
。

ハ )　

①
と
③
で
は
人
名
が
重
複
し
て
お
り
、

実
数
で
は
五
十
四
名
。

ニ )　

ま
た
、①
で
は
女
性
名
で
四
名
が
寄
附

し
て
い
る
。

ホ )　

分
割
払
い
で
世
話
人
は
い
ち
い
ち
収
納

確
認
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
完
納
の
人
に

は
、「
皆
済
」
と
注
記
あ
る
。
途
中
で
支

払
い
が
途
切
れ
て
い
る
人
も
多
い
。

ヘ )　

空
区
に
在
住
し
て
お
ら
れ
る
方
々
の

ご
先
祖
の
方
と
思
わ
れ
る
名
字
を
お
持

ち
の
人
た
ち
が
寄
附
を
し
て
お
ら
れ
る
。

宮
司
さ
ん
に
よ
る
昭
和
四
十
六
年

（
１
９
７
１
年
）
の
聞
き
取
り
調
査

　

尚
、
空
区
の
だ
ん
じ
り
の
製
作
年
代
に
つ

い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
中
に
、
本
住
吉

神
社
横
田
宮
司
が
明
治
生
ま
れ
の
六
名
の

方
々
か
ら
聞
き
取
ら
れ
、
そ
の
中
に
空
区

の
中
西
房
吉
さ
ん（
明
治
三
十
一
年
生
れ
）

が
お
ら
れ
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
『
空
の
だ
ん
じ
り
は
明
治
二
十
年
頃
に
造
ら

れ
た
も
の
で
、
当
時
人
々
は
こ
の
だ
ん
じ
り
を

「
涙
だ
ん
じ
り
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
は（
空

と
思
わ
れ
ま
す
。車
と
は
、水
車
の
こ
と
で
す
。

　

大
澤
家
の
屋
敷
の
写
真
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
豪
壮
な
家
で
南
側
に
門
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
中
の
庭
で
組
み
立
て
た
の
で

し
ょ
う
か
。

と
い
う
こ
と
で
も
な
か
っ
た
の
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
だ
ん
じ
り
に
関
し
て
は
特

別
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
、

だ
ん
じ
り
は
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
自
分
の

思
い
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で

あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
七
十
二
銭
と
い
う
寄
附
を
さ
れ

て
い
る
方
が
お
ら
れ
、
も
し
、
六
回
払
い
と

し
た
ら
一
回
五
銭
の
払
い
と
な
り
ま
す
。
恐

ら
く
、
五
銭
で
も
こ
の
方
に
取
っ
て
は
負
担

は
重
く
、
涙
だ
ん
じ
り
と
呼
ば
れ
た
理
由

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
を
組
み
立
て
た
場
所

　

一
方
、「
だ
ん
じ
り
本
兎
原
住
吉
」（
平
成

十
二
年
刊
）
記
載
の
、「
空
区
の
だ
ん
じ
り

は
明
治
二
十
二
年
ご
ろ
淡
路
の
大
工
に
大

澤
邸（
旧
住
吉
山
手
交
番
あ
た
り
）
の
庭
で

組
み
立
て
さ
せ
た
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
涙
だ
ん
じ
り
と
呼
ば
れ
、
数
年
に

わ
た
る
分
割
払
い
で
購
入
し
た
」
と
の
記

載
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
聞
き
取
り
内
容

と
基
本
的
に
矛
盾
し
ま
せ
ん
。

　

大
澤
さ
ん
は
空
区
の
旧
家
で
あ
り
本
住

吉
神
社
表
参
道
の
東
側
の
一
番
北
、「
車
屋

藤
九
郎　

弘
化
戊
申
歳
」（
１
８
４
８
年
）

で
大
燈
籠
を
寄
附
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

住
吉
谷
の
水
車
を
使
用
し
た
精
米
か
精
油

業
を
経
営
さ
れ
て
い
た
大
澤
藤
九
郎
さ
ん

今
の
だ
ん
じ
り
と
断
定

　
　

女
性
も
自
分
の
名
前
で
寄
附
を

　

こ
の
聞
き
取
り
内
容
は
平
成
二
年（
１
９

９
０
年
）
の
大
祭
の
直
会（
な
お
ら
い
）
が

本
住
吉
神
社
社
務
所
で
行
わ
れ
た
と
き
に

宮
司
さ
ん
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

発
見
さ
れ
た
三
点
の
古
文
書
と
、
中
西
房

吉
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
を
総
合
す
る
と
、
明

治
二
十
四
年（
１
８
９
１
年
）
に
は
空
区
が

だ
ん
じ
り
を
所
有
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く

今
引
い
て
い
る
だ
ん
じ
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

驚
き
は
、
女
性
四
名
が
堂
々
と
女
性
の

名
前
で
修
理
の
た
め
の
寄
附
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
、
男
性
中
心
の
社
会
で
あ
っ
た
は

ず
で
す
が
、
特
に
女
性
が
低
く
み
ら
れ
る

区
は
）
家
の
数
に
し
て
三
十
五
、
六
軒
し
か
な

か
っ
た
の
で
涙
を
流
す
思
い
で
自
分
た
ち
の
も

う
け
た
お
金
を
出
し
合
っ
て
ひ
ま
に
任
せ
て
地

元
で
こ
つ
こ
つ
と
造
っ
た
の
で
そ
の
よ
う
に
呼
ん

で
大
切
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

だ
ん
じ
り
倉
は
今
の
会
館
の
東
側
に
あ
っ
た

が
、
日
露
戦
争
の
後
、
近
所
に
火
事
が
あ
っ
た

の
で
、
く
ぬ
ぎ
林（
庚
申
塚
の
南
あ
た
り
、
牛

神
＝
大
日
女
神
社
が
あ
っ
た
）
へ
避
難
さ
せ
た

こ
と
が
あ
る
。

　

昔
は
お
宮
の
境
内
に
あ
る
力
石
を
持
ち
上

げ
て
力
を
競
い
合
っ
た
ほ
ど
で
皆
若
い
人
は
力

自
慢
で
し
た
か
ら
、
沢
山
の
人
数
で
な
く
て
も
、

あ
の
大
き
な
だ
ん
じ
り
を
上
手
に
曳
い
た
も
の

で
す
。』

地車修繕費等級割帳

等級割帳内容の一部。「皆済」がわかりますか？

大澤邸のあった山手幹線「室ノ内」交差点。もとの山手交番の下。

空区有馬道1969年頃（個人蔵）。右の家の前に北向きに停車しただんじりの写真が次のページ。

空区大澤邸1969年頃。もとの住吉山手交番のあたり（個人蔵）。

空区有馬道現況

空
区
の
涙
だ
ん
じ
り

内
田
雅
夫

住
吉
歴
史
資
料
館
事
業
推
進
委
員



　

住
吉
の「
有
馬
道
」は
空
区
か
ら
山
田
区
へ

抜
け
る
道
で「
有
馬
道
商
店
街
」と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
道
は
住
吉
を
南
北

に
横
断
す
る
主
要
幹
線
で
あ
り
、大
正
九
年

四
月
一
日
に
県
道
第
三
十
一
号
線
と
し
て
認

定
さ
れ
住
吉
を
起
点
と
し
て
有
馬
温
泉
に

達
す
る
道
で
し
た
。

　

有
馬
温
泉
は
関
西
の
奥
座
敷
と
も
称
さ

れ
、江
戸
時
代
の
温
泉
番
付
で
は
当
時
の
最

高
位
に
格
付
さ
れ
て
、『
日
本
三
古
泉
』＝
有

馬
・
道
後
・
白
浜
温
泉
、あ
る
い
は『
日
本
三

名
泉
』＝
有
馬
・
草
津
、下
呂
温
泉
と
い
わ

れ
、日
本
を
代
表
す
る
温
泉
で
あ
り
ま
し

た
。

　

有
馬
温
泉
に
通
じ
る
道
は
、い
ろ
い
ろ
あ

り
、一
番
目
に
は
、北
東
よ
り
篠
山
街
道
の
生

瀬（
西
宮
）よ
り
入
る
道
が
あ
り
ま
す
。二
番

目
に
は
、西
の
神
戸
奥
平
野
か
ら
小
部
峠
を

登
り
、谷
上
や
唐
櫃（
か
ら
と
）を
経
由
し
て

入
る
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

更
に
、三
番
目
に
は
、大
阪
湾
で
と
れ
た

新
鮮
な
魚
介
類
を
運
ん
だ『
魚
屋
道
・
と
と

や
み
ち
』が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
道
は
江
戸

時
代
か
ら
使
わ
れ
た
六
甲
越
え
の
有
馬
へ
の

道
で
、深
江
・
魚
崎
浜
で
取
れ
た
さ
か
な
を

本
山―

風
吹
岩―

東
お
多
福
山―

雨
ヶ
峠

―

本
庄
橋―

七
曲
り―

六
甲
最
高
峰
東―

射
場
山
腹―

虫
地
獄
・
鳥
地
獄
を
へ
て
有
馬

温
泉
に
通
じ
て
い
ま
し
た
。

有
馬
道
の
繁
栄―

住
吉
駅
の
開
設
が

明
治
七
年
六
月
一
日

　

こ
こ
で
住
吉
駅
の
お
話
で
す
。有
馬
道
を

語
る
に
は
住
吉
駅
の
開
設
が
と
て
も
重
要

で
す
の
で
こ
こ
で
住
吉
駅
な
ら
び
に
当
時

の
鉄
道
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

明
治
政
府
は
鉄
道
院
と
い
う
役
所
を
新

設
し
文
明
開
化
の
最
先
端
事
業
と
し
て
鉄

道
網
を
整
備
す
る
こ
と
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

J
R
線
は
当
時
は「
院
線
」と
呼
ば
れ
、東

海
道
院
線
は
明
治
三
年
八
月
よ
り
阪
神
間

線
路
の
測
定
を
始
め
て
四
年
後
の
明
治
七

年（
１
８
７
４
年
）五
月
十
一
日
に
工
事
が
落

成
し
ま
し
た
。英
国
人
技
師
の
グ
ル
ー
な
ど

が
芦
屋
川
、住
吉
川
、そ
し
て
石
屋
川
の
天

井
川
に
驚
き
、川
の
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ

て
鉄
道
を
通
し
ま
し
た
。当
初
の
駅
は
大

阪
・
西
宮
・
三
ノ
宮
・
神
戸
停
車
場
の
四
か
所

で
し
た
。当
時
の
鉄
道
建
設
状
況
は
、第
一
号

が
明
治
五
年
十
月
五
日
に
新
橋―

横
浜
間

が
開
通
し
て
お
り
、阪
神
間
の
鉄
道
は
第
二

号
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。国
際
港

神
戸
を
大
阪
、京
都
と
結
ぶ
戦
略
的
な
鉄
道

で
し
た
。

　

住
吉
駅
は
開
通
後
二
十
日
の
明
治
七
年

六
月
一
日
に
神
崎
駅（
今
の
尼
崎
駅
）と
と
も

に
設
置
さ
れ
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。今
年

で
、百
三
十
九
年
に
な
り
ま
す
。

　

住
吉
駅
の
設
置
場
所
は
で
き
る
だ
け
集

落
を
避
け
本
住
吉
神
社
の
東
に
駅
を
定
め

ま
し
た
。灘
の
酒
造
家
が「
酒
が
濁
る
」と
反

対
し
た
の
で
す
。住
吉
村
は
集
落
の
真
ん
中

を
提
供
し
、先
祖
伝
来
の
土
地
を
涙
を
飲
ん

で
立
ち
退
い
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。そ

ん
な
犠
牲
の
上
に
住
吉
は
発
展
の
基
礎
を

獲
得
し
た
の
で
す
。大
き
な
時
代
を
見
る
先

見
の
明
で
し
た
。

　

鉄
道
名
称
は
、初
め
の
院
線『
逓
信
省
鉄

道
院
に
所
属
』か
ら
省
線『
鉄
道
省
に
所

属
』、そ
し
て
国
鉄『
日
本
国
有
鉄
道
』と
な

り
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

久
原
房
之
助
氏
は
商
工
大
臣
を
努
め
、今

の
オ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー
ト
全
体
が
彼
の
大
邸
宅

で
し
た
。住
吉
川
に
橋
を
架
け
駅
か
ら
住
吉

川
東
岸
の
邸
宅
ま
で
馬
車
で
通
っ
た
と
言
い

ま
す
。そ
の
橋
は
現
在
も
久
原
橋
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

明
治
中
期
ご
ろ
の
有
馬
道
を

歩
い
て
み
ま
す

　

さ
て
、前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
よ
り
有
馬
道
を
歩
い
て
見
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

西
国
街
道
の
本
住
吉
神
社
東
に
あ
る
有

馬
道
石
碑
よ
り
出
発
し
、六
甲
山
に
向
か
っ

て
北
上
し
ま
す
と
こ
の
道
は
牛
車
及
び
馬

車
が
頻
繁
に
往
来
し
て
お
り
住
吉
駅
附
近

か
ら
車
が
増
加
し
、十
分
ほ
ど
す
る
と「
右

モ
左
モ
有
馬
道
」の
石
碑
が
あ
り
、極
楽
橋

と
い
う
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。住
吉
村

小
墓
と
い
う
墓
地
が
あ
り
、お
地
蔵
様
六
体

が
橋
の
た
も
と
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。西国街道（国道２号線神社前）

にたつ有馬道の道標
西国街道の記念石碑（神社前）右モ左モ有馬道道標

右有馬道の道標昭和１３年水害で流され７０年ぶりに発見された。
「右有馬道」と彫られている。
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れ
は
天
保
六
年（
１
８
３
５
年
）
の
樂
車
引

き
出
し
の
費
用
、
並
び
に
、
修
理
記
録
で
す
。

内
容
を
見
る
と
、「
樂
車
」
は
今
の
だ
ん
じ

り
と
同
じ
と
見
て
差
支
え
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
百
七
十
八
年
前
に
は
も
う
同
じ

だ
ん
じ
り
が
引
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

明
治
二
十
四
年（
１
８
９
１
年
）
に
修
理

し
た
だ
ん
じ
り
が
五
十
六
年
前
の
天
保
六

年（
１
８
３
５
年
）
に
引
き
出
し
た「
樂
車
」

と
同
一
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
資

料
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
天
保
六
年
の

樂
車
が
五
十
五
年

後
の
明
治
二
十
年

ご
ろ
に
は
傷
ん
で

し
ま
い
、思
い
き
っ

て
新
調
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

尚
、
こ
れ
ら
三
件
の
文
書
は
、「
空
区
有

文
書
」
と
し
て
資
料
館
で
大
切
に
管
理
致

し
ま
す
。

古
写
真
二
枚
　
有
馬
道
で
引
か
れ
る

空
区
の
大
き
な
だ
ん
じ
り

　

ま
た
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
空
区
の

だ
ん
じ
り
の
古
い
写
真
は
、
恐
ら
く
、
五

月
十
二
日
の
宮
入
り
後
、
十
三
日
に
宮
出

し
し
渡
御
行
列
に
つ
い
て
御
旅
所
ま
で
下
っ

た
あ
と
、
有
馬
道
を
上
が
っ
て
空
区

に
戻
っ
て
来
た
と
き
の
も
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
別
の
年
に
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

一
枚
は
、
今
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の

前
、
も
う
一
枚
は
会
館
の
下
で
す
。

　

会
館
の
下
で
の
写
真
で
は
、
若
仲

衆
は
だ
れ
も
お
ら
ず
恐
ら
く
会
館
で

直
会（
う
ち
あ
げ
か
い
）
を
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
昭
和
十
年
九
月

に
空
区
会
館
が
落
成
し
だ
ん
じ
り
倉
庫
も

備
え
つ
け
て
あ
り
ま
し
た
。
住
吉
村
誌
に
よ

る
と
、「
会
館
が
出
来
る
ま
で
は
区
会
所
前

の
民
家
で
寄
り
合
い
を
し
て
い
た
」と
あ
り
、

こ
の
写
真
で
は
道
が
舗
装
さ
れ
て
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、
ま
だ
会
館
が
出
来
る
前
の
こ

ろ
の
写
真
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
大
正
末
の
だ
ん
じ
り
の
引
き
出
し
復

活
の
こ
ろ
、
即
ち
大
正
十
四
年（
１
９
２
５

年
）
頃
か
と
推
定
し
ま
す
。

　　
「
空
区
有
文
書
」
三
点
、
そ
し
て
だ
ん
じ

り
古
写
真
二
点
、
な
ら
び
に
資
料
館
に
寄

託
さ
れ
て
い
る
空
区
有
馬
道
の
古
写
真
が

数
点
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
空
区
の
む
か
し

の
様
子
も
だ
い
ぶ
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

涙
だ
ん
じ
り
の
ほ
ん
と
う
の
意
味

　

さ
て
、
た
し
か
に
、
家
数
五
十
軒
そ
こ

そ
こ
で
は
だ
ん
じ
り
製
作
は
相
当
な
負
担

で
あ
っ
た
こ
と
が
今
回
発
見
の
文
書
か
ら
も

裏
付
け
ら
れ
ま
す
。「
涙
だ
ん
じ
り
」
の
言

い
方
は
、
涙
を
流
す
ほ
ど
苦
し
い
な
か
手
に

入
れ
た
だ
ん
じ
り
へ
の
思
い
を
後
世
の
私
た

ち
に
な
ん
と
か
伝
え
た
い
当
時
の
人
々
の
訴

え
な
の
で
す
。

天
保
六
年
の
楽
車
と
同
一
の
も
の
か
、

そ
れ
と
も
新
調
し
た
も
の
か

　

空
区
に
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
他
に
、
天

保
六
年
の「
空
之
町
世
話
方
」
が
ま
と
め
た
、

「
樂
車
一
條
勘
定
録
」
が
残
っ
て
お
り
、
こ

有馬道セブンイレブンの前を北から。
左側の家が前ページの右側の家。

有馬道空区会館のすぐ南で。東神戸病院の前あたりから撮影。

表鳥居前で
平成5年頃

空区会館の南現況

住
吉
の
有
馬
道
に
つ
い
て

資
料
館
事
業
推
進
委
員
　
前
田
　
康
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

い
ん
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

に
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

し
ょ
う
せ
ん

　
　

  

く  

は
ら
ふ
さ   

の 

す
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ご
く
ら
く
ば
し
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の
一
角
（
後
述
の
妙
見
碑
の
移
建
先
）
に
移

転
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。
こ
の
碑
に

は
住
吉
村
と
も
ゆ
か
り
の
深
い
中
島
を
姓
と

す
る
行
香
院
と
い
う
行
者
が
こ
の
地
で
役
行

者
信
仰
を
深
め
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

『
住
吉
村
誌
』
に
は
銘
文
の
翻
刻
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
香
院
碑
銘
文
か
ら
少

な
く
と
も
江
戸
時
代
の
半
ば
に
は
す
で
に
こ

の
行
者
堂
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き

ま
す
。

■
上
人
寺
と
徳
本
上
人

　

こ
の
行
者
堂
の
ほ
か
に
も
、『
住
吉
村
誌
』

に
は
、「
愛
宕
山
地
蔵
尊
」、「
妙
見
さ
ん
」、

「
上
人
寺
」、「
鼻
高
山
の
五
輪
塔
」（『
住
吉

歴
史
資
料
館
だ
よ
り
』
第
４
号
参
照
）、「
山

の
神
」、「
弓
弦
羽
滝
」
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
上
人
寺
」
に
つ
い
て
は
、
別

に
第
三
章
「
徳
本
上
人
の
遺
跡
遺
物
」
と

し
て
、「
赤
塚
庵
」、「
菩
提
樹
と
広
葉
杉
」、

「
名
号
塔
」、「
座
禅
石
」、「
毘
沙
門
天
と
霊

泉
」
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

徳
本
上
人
と
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
浄

土
宗
の
僧
で
、
い
わ
ゆ
る
念
仏
聖
と
し
て

各
地
に
多
く
の
信
者
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

先
に
ふ
れ
た
『
住
吉
村
誌
』
の
記
述
に
続

い
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
「
行
者
堂
」
と
い

う
お
堂
に
つ
い
て
で
す
（
写
真
１
）。
こ
の

行
者
堂
は
赤
塚
山
の
山
上
部
の
東
側
に
あ
る

神
戸
市
バ
ス
の
「
赤
塚
山
」
バ
ス
停
の
す
ぐ

そ
ば
に
わ
り
あ
い
最
近
ま
で
建
っ
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
取
り
壊
さ
れ
て
今

は
宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
者
堂
が

い
つ
ご
ろ
赤
塚
山
に
建
て
ら
れ
た
か
は
さ
だ

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
尊
が
行
者
尊
像

で
、
不
動
明
王
像
も
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
岩
場
の
多
い
六
甲
山
は
古
く
か
ら
山

岳
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
い
た
る

と
こ
ろ
に
日
本
の
行
者
の
祖
と
さ
れ
る
役
小

角
（
役
行
者
）
に
ま
つ
わ
る
遺
跡
が
あ
り
、

赤
塚
山
の
行
者
堂
も
そ
の
一
つ
に
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
。
行
者
堂
の
か
た
わ
ら
に
は
「
行

香
院
之
碑
」と
い
う
石
碑
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
神
戸
市
水
道
局
住
吉
浄
水
場
の
北
側

多
く
の
住
宅
や
団
地
が
た
ち
な
ら
ぶ
新
興

住
宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
赤
塚
山

や「
背
山
」一
帯
が
か
つ
て
は
信
仰
の
聖
地

だ
っ
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、現
在
そ
こ
に

住
む
人
々
は
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、そ
ん
な
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、比
較
的
最
近
ま
で
聖
地
の
名
残

と
も
い
う
べ
き
信
仰
施
設
が
こ
の
あ
た
り
に

は
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
行
者
堂

■
信
仰
の
聖
地

　
『
住
吉
村
誌
』の
第
十
五
編「
名
所
旧
跡
」

の
第
四
章
は「
信
仰
の
浄
域
と
し
て
の
赤
塚

山
及
其
附
近
」と
題
さ
れ
て
、次
の
よ
う
に

書
き
出
さ
れ
て
い
ま
す（
読
み
や
す
く
す
る

た
め
一
部
を
改
め
て
い
ま
す
）。

　

六
甲
の
連
峰
を
縫
う
住
吉
川
の
清
流
、

い
わ
ゆ
る
山
紫
水
明
の
わ
が
赤
塚
山
お

よ
び
そ
の
背
山
一
帯
の
静
境
は
、村
人
の

禊
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
神
仏
を

奉
祠
し
一
帯
に
信
仰
の
聖
地
た
る
の
観
が

あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、住
吉
川
の
上
流
部
一
帯
に
ひ
ろ

が
る
赤
塚
山
を
は
じ
め
と
す
る
山
間
部
に

は
、神
や
仏
が
数
多
く
ま
つ
ら
れ
、住
吉
村

の
人
に
と
っ
て
聖
地
と
も
い
う
べ
き
場
所

だ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
赤
塚
山
は
、現
在
の
白

鶴
美
術
館
の
西
側
に
位
置
し
て
い
る
山
。麓

か
ら
見
た
と
き
に
は
木
々
の
生
い
茂
っ
た
山

に
み
え
ま
す
が
、い
ま
で
は
山
上
部
一
帯
が

す
っ
か
り
宅
地
開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。同
じ
く
村
誌
で「
背
山
」と
呼
ば
れ
て
い

る
寒
天
山
や
荒
神
山
、渦
盛
山
、鴨
子
原
、

焼
ヶ
原
な
ど
と
呼
ば
れ
た
あ
た
り
も
今
で
は

住
吉
歴
史
資
料
館
の
座
敷
に
つ
い
て

《『
住
吉
村
誌
』を
読
む
》   

住
吉
村
の
聖
地 

・ 

赤
塚
山

神
戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
住
吉
歴
史
資
料
館
専
門
委
員
　
木
村
　
修
二

写真2. 現在の行香院碑

写真1. 行者堂（『住吉村誌』）

あ
か
　
　
つ
か
　
　
や
ま

　

も
う
こ
の
辺
か
ら
上
は
住
吉
村
の
聖
地

で
極
楽
な
の
で
す
。左
の
道
に
進
む
と
小
林

墓
地
が
見
え
て
き
ま
す
。こ
れ
は
住
吉
村
大

墓
と
呼
ば
れ
る
古
い
墓
地
で
す
。尾
根
筋
の

道
は
け
っ
こ
う
き
つ
く
、さ
ら
に
進
む
と
山

田
区
の
柿
の
木
地
蔵
が
見
え
て
き
ま
す
。こ

の
周
辺
に
は
水
車
小
屋
が
あ
り
日
々
コ
ト

ン
・
コ
ト
ン
水
車
の
稼
動
し
て
い
る
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。又
、用
水
路
が
張
り
巡
ら

さ
れ
水
車
も
利
用
し
て
い
ま
し
た
。ほ
ど
な

く
、住
吉
川
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

住
吉
川
西
岸
を
少
し
歩
き
落
合
橋
を
渡

る
と
西
谷
川
と
分
岐
し
、住
吉
川
の
東
谷
に

入
り
ま
す
。川
の
左
右
に
水
車
小
屋
が
点
在

す
る
水
車
小
屋
を
見
な
が
ら
北
上
す
る
と

七
輌
場
の
水
車
小
屋
群
が
現
れ
ま
す
、こ
こ

が
現
在
の
甲
南
斎
場
で
す
。

　

七
輌
場
を
通
過
す
る
と
四
輌
場
を
通
っ
て

東
谷
橋
に
到
着
し
、東
側
を
進
む
と
五
輌
場

（
本
山
側
）、西
側
を
進
む
と
八
輌
場（
住
吉

側
）で
、こ
れ
を
通
過
し
て
山
道
に
入
り
ま

す
。

　

こ
れ
よ
り
い
よ
い
よ
、有
馬
に
向
け
て
急

な
山
道
を
登
っ
て
い
き
ま
す
。二
十
分
ほ
ど

歩
く
と
五
助
橋（
現
在
の
五
助
ダ
ム
附
近
）

に
到
着
し
ま
す
。

　

こ
れ
よ
り
住
吉
川
本
流
の
川
沿
い
を
本

山
地
区
に
入
り
登
る
の
で
す
。登
山
道
に
は

石
の
道
標
等
が
設
置
し
て
お
り
通
行
者
が

迷
わ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

五
助
橋
よ
り
一
時
間
ほ
ど
で
本
庄
橋
に
到

着
す
る
と
魚
屋
道
と
合
流
し
て
有
馬
へ
向
か

い
ま
す
。

　

か
ご
で
有
馬
越
え
を
し
て
大
阪
の
だ
ん

な
さ
ん
方
は
有
馬
へ
湯
治
に
行
く
の
で
す

が
、か
ご
は
二
人
が
き
、三
人
が
き
と
急
行

と
普
通
の
よ
う
な
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

三
人
の
と
き
は
一
人
は
横
を
歩
き
、誰
か
が

疲
れ
る
と
交
替
す
る
の
で
し
た
。山
道
の
た

め
、か
ご
は
横
に
か
い
て
登
る
た
め
、大
阪

湾
か
ら
和
泉
山
脈
、奈
良
、二
上
山
、阪
神
間

の
平
野
が
一
望
で
き
、す
ば
ら
し
い
眺
め
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
「
有
馬
温
泉
誌
』に
よ
る
と
、「
路
は
停
車

場
よ
り
北
西
の
方
、山
間
に
向
ひ
渓
流
に

沿
っ
て
進
め
ば
次
第
に
上
る
。此
間
渓
水
の

両
岸
絶
壁
に
し
て
奇
石
恠
厳
並
び
峙
ち
眺

め
お
も
し
ろ
し
。七
輌
場
・
森
安
・
三
条
谷
と

て
各
茶
屋
あ
り
」と
優
雅
な
山
越
え
の
温
泉

旅
行
風
景
を
描
い
て
い
ま
す
。

 

多
く
の
旅
人
の
中
に
は
、明
治
二
十
三
年
に

こ
こ
を
通
っ
た
幸
田
露
伴
も
お
り
、同
じ
よ

う
な
感
想
を
書
い
た
文
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
十
年
代
の
住
吉
駅
は
有
馬
へ
の
表

玄
関
だ
っ
た
の
で
す
。

山
駕
籠
が
主
要
な
山
越
え
の
手
段

　

阪
神
間
に
鉄
道
が
開
通
す
る
と
、ま
ず
汽

車
見
物
に
出
掛
け
、六
甲
越
え
で
有
馬
温
泉

へ
の
入
湯
が
パ
ッ
ク
の
ツ
ア
ー
の
よ
う
に
な

り
、客
が
阪
神
間
の
み
な
ら
ず
全
国
か
ら
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、そ
れ
ら
の
入
湯
客
の
多
く
が
山

駕
籠
を
利
用
し
ま
し
た
。

　

住
吉
駅
前
に
は
山
駕
籠
の
帳
場
が
二
軒

（
藤
村
・
竹
庄
）が
あ
り
、盛
時
に
は
山
駕
籠

が
百
数
十
挺
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。そ
し
て
、

常
人
夫
や
人
足
が
三
十
〜
四
十
人
も
山
駕

籠
待
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

忙
し
い
と
き
に
は
臨
時
の
人
足
を
入
れ

て
用
を
足
す
事
も
あ
り
ま
し
た
。駕
籠
屋
は

一
挺
を
普
通
二
人
で
か
つ
ぎ
、大
き
い
人
は

三
・
四

人
を
要

し
、
山

路
三
里

を
三
〜

四
時
間

で
往
っ

た
様
で

す
。
し

か
し
駕

籠
は
、

終
点
の

有
馬
ま
で
通
し
て
行
く

事
は
少
な
く
、頂
上
や

継
場
で
交
代
し
て
引
返

す
事
が
多
か
っ
た
と
あ

り
ま
す
。山
駕
籠
一
挺
の

料
金
は
、時
代
に
よ
り

多
少
相
違
は
あ
る
が
一

円
六
十
銭
位
で
し
た
。

さ
て
、一
万
六
千
円
程
度

で
し
ょ
う
か
。

　

駕
籠
屋
さ
ん
は
一
人

に
つ
き
十
銭
を
帳
場
に

納
め
ま
し
た
。有
馬
道
は
道
中
に
は
、七
輌

場
・
三
條
・
喜
右
衛
門
等
の
茶
店
が
あ
り
ま

し
た
。

　

さ
す
が
の
繁
栄
も
、明
治
三
十
年
ご
ろ
に

阪
鶴
鉄
道（
福
知
山
線
）が
開
通
す
る
と
有

馬
へ
は
こ
ち
ら
の
方
が
便
利
に
な
り
、住
吉

村
の
有
馬
道
か
ら
の
入
湯
客
は
下
火
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

ごろたのイメージ（「灘の四季」より）

一軒茶屋

山道

六甲最高峰

五助橋（ダム）

本庄橋
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し
ょ
う
が
、
や
は
り
聖
地
赤
塚
山
の
根
本
的

象
徴
だ
っ
た
可
能
性
を
思
え
ば
、
石
が
失
わ

れ
た
の
は
惜
し
ん
で
あ
ま
り
あ
り
ま
す
。

■
妙
見
さ
ん
と
山
の
神

　

話
を
『
住
吉
村
誌
』
第
四
章
に
戻
し
、
次

に
「
妙
見
さ
ん
」
で
す
が
、
こ
れ
も
も
と
赤

塚
山
の
山
内
に
あ
っ
た
妙
見
堂
の
こ
と
を
主

に
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
妙
見
堂
は
、
戦
前

に
赤
塚
山
の
地
に
兵
庫
師
範
学
校
が
誘
致
、

建
設
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
取
り
壊
さ
れ
た
と

い
い
ま
す
。
村
誌
に
よ
れ
ば
師
範
学
校
寄
宿

舎
の
あ
っ
た
あ
た
り
の
た
い
へ
ん
眺
望
の
い

い
場
所
に
建
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
撤
去

の
あ
と
寄
宿
舎
の
す
ぐ
側
に
設
け
ら
れ
た
小

公
園
の
一
角
に
「
妙
見
碑
」
と
呼
ば
れ
る
石

碑
だ
け
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真

６
）。
か
つ
て
は
病
気
に
悩
む
多
く
の
人
が

こ
の
妙
見
堂
に
参
詣
し
た
と
い
わ
れ
、
山
田

会
館
脇
に
は
妙
見
さ
ん
を
さ
し
示
す
石
の
道

標
が
今
で
も
建
っ
て
い
ま
す
（
写
真
７
）。

　

一
方
「
山
の
神
」
は
、
住
吉
川
上
流
西
谷

自
体
、
こ
の
石
の
霊
性
を
物
語
っ
て
い
る
と

は
い
え
る
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
座

禅
石
は
、
赤
塚
山
に
お
け
る
神
の
よ
り
ま

し
と
し
て
の
磐
座
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
但
し
残
念
な
が
ら
、
現
在

の
「
徳
本
上
人
座
禅
石
」
な
い
し
「
徳
本

上
人
座
禅
跡
」と
呼
ば
れ
て
い
る
現
地
に
は
、

写
真
５
に
み
え
る
上
人
の
石
像
の
下
の
座

禅
石
そ
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら

く
赤
塚
山
が
宅
地
開
発
さ
れ
た
際
に
、
石

ご
と
移
転
す
る
こ
と
を
断
念
し
、
大
正
時

代
に
造
ら
れ
た
石
像
だ
け
が
移
転
さ
れ
、

新
た
な
台
座
と
覆
い
屋
が
設
け
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
九
尺
（
約
二
．
七
メ
ー

ト
ル
）
四
方
あ
っ
た
と
い
う
巨
石
を
移
動
さ

せ
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
は
困
難
だ
っ
た
で

山
上
に
あ
っ
た
六
字
名
号
塔
は
、
現
在
徳
本

寺
に
移
建
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
４
）。

　

い
ま
で
も
赤
塚
山
内
に
あ
る
の
は
「
座
禅

石
」
で
す
（
住
吉
山
手
五
丁
目
）。
徳
本
上

人
は
住
吉
滞
在
中
、
現
在
忠
魂
碑
が
建
っ
て

い
る
附
近
に
あ
っ
た
庵
室
（
赤
塚
庵
）
か
ら

毎
朝
こ
の
座
禅
石
の
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
き

て
線
香
を
二
柱
あ
げ
、
約
三
時
間
に
わ
た
っ

て
修
行
し
て
い
た
と
『
住
吉
村
誌
』
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
（
九
三
九
頁
）。
ま
た
幕

末
か
明
治
の
半
ば
ご
ろ
、
あ
る
人
が
こ
の

石
を
加
工
し
て
石
材
に
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
の
み
を
い
れ
た
所
か
ら
赤
い
液
体
が

噴
出
し
た
た
め
そ
の
人
が
卒
倒
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
よ
う
な
祟
り
譚
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
当
に
岩
か
ら
血
の
よ
う
な
液
体

が
出
て
き
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
こ
う

し
た
タ
ブ
ー
（
禁
忌
）
が
存
在
す
る
こ
と

紀
伊
国
（
現
和
歌
山
県
）
日
高
郡
の
出
身
で
、

寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
に
住
吉
村
の
吉

田
喜
平
次
の
招
き
で
住
吉
に
来
村
し
、
お

よ
そ
三
年
に
わ
た
っ
て
教
化
に
つ
と
め
た
そ

う
で
す
。

　

現
在
白
鶴
美
術
館
の
西
ど
な
り
に
徳
本

寺
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
徳
本
上
人
の

百
回
忌
に
あ
た
っ
て
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
徳
本
上
人

ゆ
か
り
の
遺
跡
が
赤
塚
山
の
あ
ち
こ
ち
に

点
在
し
て
い
た
の
で
す
。
徳
本
上
人
は
、
晩

年
江
戸
に
行
っ
て
そ
の
地
で
亡
く
な
り
ま
す

が
、
生
ま
れ
故
郷
の
紀
州
に
は
徳
本
上
人

を
記
念
し
た
六
字
名
号
塔
（「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
の
六
字
を
刻
ん
だ
石
塔
）
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。
な
お
赤
塚

る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
赤
塚
山
そ
の
も
の
が
宅
地
化
さ
れ
、
山

中
に
点
在
し
た
宗
教
的
施
設
や
遺
物
が
失
わ

れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
赤
塚
山
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
住
吉
で
は
『
住
吉
村
誌
』
に

書
か
れ
た
多
く
の
宗
教
的
施
設
は
、
い
つ
の

ま
に
か
消
え
て
い
っ
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
（
写
真
10
、
小
林
墓
地
の
一
角
に
あ
っ
た  

薬
師
堂
）。
も
と
よ
り
、
そ
ん
な
も
の
は
過

去
の
因
習
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
を
書
く
私
自

身
、
信
仰
心
が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
地
域
の
人
た
ち
の
素
朴
と
も
い
え
る

信
仰
心
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
宗
教
的
な

施
設
や
遺
物
が
、
地
域
の
景
観
に
与
え
て
き

た
影
響
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
申
し
上
げ
て
、
私
た
ち
住

吉
歴
史
資
料
館
は
、
今
の
住
吉
の
人
々
に
宗

教
心
や
信
仰
心
を
持
て
、
と
主
張
し
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
使
命
の
一

つ
は
、
資
料
を
収
集
し
、
住
吉
の
か
つ
て
の

景
観
を
、
展
示
や
叙
述
な
ど
な
ん
ら
か
の
方

法
で
再
現
し
、
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
赤
塚
山
に
関
し
て
ご
存
じ
の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
当
資
料
館
ま
で
情
報

を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

の
こ
ろ
は
も
っ
ぱ
ら
愛
宕
山
地
蔵
尊
と
呼
ば

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
村
誌
の
記
述
に
よ
れ

ば
、
現
在
忠
魂
碑
が
建
っ
て
い
る
広
場
は
、

も
と
も
と
山
の
一
角
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
切
り

崩
し
て
平
地
に
し
た
ら
し
く
、
そ
の
崩
し
た

山
の
上
に
愛
宕
山
地
蔵
尊
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
忠
魂
碑
建
立
に

あ
た
っ
て
背
後
（
北
）
の
山
の
中
腹
に
移
転

さ
れ
、
さ
ら
に
赤
塚
山
の
宅
地
開
発
と
と
も

に
現
在
の
徳
本
寺
境
内
に
移
転
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
地
蔵
像
を
覆
っ

て
い
る
石
の
祠
も
恐
ら
く
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
当
時
の
も
の
で
し
ょ
う
し
、
今

と
な
っ
て
は
赤
塚
山
の
聖
地
性
を
示
す
た
い

へ
ん
貴
重
な
遺
物
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

赤
塚
山
が
信
仰
の
聖
地
だ
っ
た
こ
と
を
知

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

忠
魂
碑
の
後
山
腹
に
あ
り
、
忠
魂
碑
建

立
ま
で
は
、
そ
の
山
上
に
お
祀
り
さ
れ
て

い
た
も
の
。
本
尊
は
地
蔵
尊
で
京
都
の
愛

宕
神
社
よ
り
勧
請
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
元
来
、
愛
宕
神
社
は
伊
弉
冉
尊
お
よ

び
火
産
霊
尊
の
二
柱
の
神
を
祭
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
火
産
霊
尊
は
火
災
を
つ

か
さ
ど
る
神
で
あ
る
の
で
、
こ
の
地
蔵
尊

は
一
名
火
伏
の
地
蔵
と
て
、
村
が
火
災
の

厄
を
ま
ぬ
が
れ
る
よ
う
こ
こ
に
お
祀
り
し

て
そ
の
加
護
を
お
祈
り
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
毎
夜
油
車
中
か
ら
交
代

で
お
灯
明
を
献
じ
た
が
、
こ
の
灯
火
は
遠

く
沖
を
通
る
船
の
目
印
と
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
こ
の
火
伏
地
蔵
の
ご
利
益
に
よ

り
、
さ
る
日
露
戦
争
の
際
こ
の
山
田
町
よ

り
出
征
し
た
兵
士
は
、
い
ず
れ
も
武
運
長

久
な
る
こ
と
を
得
て
一
同
無
事
凱
旋
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
、
明
治
三
十

九
年
そ
の
戦
勝
記
念
と
し
て
祠
穴
に
あ
っ

た
瓦
葺
の
こ
の
地
蔵
祠
を
立
派
な
石
造
に

改
築
し
て
い
る
。

　

徳
本
寺
境
内
の
地
蔵
尊
像
の
前
に
東
灘
区

役
所
が
建
て
た
説
明
板
が
あ
り
ま
す
が
、「
こ

の
坂
を
少
し
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
地
蔵
尊

…

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
説
明
板
そ
の

も
の
は
ま
だ
山
の
上
に
こ
の
地
蔵
尊
が
あ
っ

た
こ
ろ
の
も
の
で
し
ょ
う
。
説
明
板
に
は「
火

伏
地
蔵
」
と
し
て
い
ま
す
が
、『
住
吉
村
誌
』

と
大
月
谷
と
が
合
流
す
る
あ
た
り
に
あ
る
西

谷
公
園
付
近
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
現
在
公

園
内
に
奇
妙
な
形
を
し
た
石
の
ほ
こ
ら
（
写

真
８
）
が
あ
る
の
が
、
そ
れ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
（
近
隣
の
個
人
が
石
祠
の
残
骸
な
ど

を
集
め
て
構
築
し
た
と
も
）
が
、
本
来
の
山

の
神
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
本

住
吉
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
境

内
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　
『
本
住
吉
神
社
誌
』
お
よ
び
『
本
住
吉
神

社
詳
誌
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
〇
年
の
合
祀

以
前
、
西
谷
の
地
に
山
の
神
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、
旧
暦
の
一
月
六
日
に
山
の
神
の
祭
礼

が
あ
り
、
村
中
の
子
供
た
ち
が
手
に
手
に
幟

を
も
っ
て
山
の
神
に
向
か
う
「
山
入
り
」
と

い
う
行
事
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

■
愛
宕
山
地
蔵
尊

　

移
転
こ
そ
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
存
す
る
も

の
と
し
て
は
、
名
号
塔
と
と
も
に
徳
本
寺
境

内
に
移
転
さ
れ
た
「
愛
宕
山
地
蔵
尊
」
が
あ

り
ま
す
（
写
真
９
）。『
住
吉
村
誌
』
に
は
次 写真4. 現在の六字名号塔（徳本寺境内） 写真3. 徳本塔（和歌山県串本町有田）写真9. 現在の愛宕山地蔵尊（火伏地蔵）

写真6. 現在の妙見石塔写真7. 山田の妙見道道標

写真8. 西谷公園の石祠

写真5. 座禅石（『住吉村誌』）

写真10. 解体以前（1987年頃）の薬師堂（個人蔵）
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